
                                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「転ばぬ先の杖」という言葉がありますが、そ

の「杖」とは何かを考えることがあります。 

 

大人は人生経験が豊富だから子どもより先の予

想がつきます。そのため、子どもを見て話も聞か

ずに、「これはだめ！」、訳も聞かずに「あなたの

ことを思って言ってるんだよ！」「約束だから

ね！」と一方的に言います。言った大人はそれで

「杖」を講じたと勘違いしてしまうのです。 

 

最近、不器用な子供・大人が増えてきていま

す。不器用というのは、一つのことは優秀でも、

他のことには苦手で無関心という意味です。人付

き合いも同じです。なぜそうなっているのでしょ

う？ もしかしたら、大人のせいかもしれません

ね。「これはだめ！」とだけ言われ続け、本質を教

えてもらわなかった子どもは経験値が少ないから

しょうがないのです。 

 

では、子どもに必要な「杖
つえ

」は何でしょう？ 

 

こども基本法（令和 4年 2月制定）は、子どもの

権利と福祉を保護・促進するために制定された日本

の法律です。この法律の主な目的は、すべての子ど

もが健全に成長し、幸福な生活を送るための環境を

整備することです。 

以下はこども基本法の主要なポイントです。 

 

子どもの権利の尊重 

・子どもの意見を尊重し、適切に反映すること。 

・子どもの最善の利益を最優先とすること。 

 

子どもの福祉の向上 

・健康、安全、教育、福祉に関する施策を総合的に

推進すること。 

 

・安心して暮らせる社会環境を整備すること。 

 

子どもの成長支援 

・子どもの健全な成長と発達を支援するための家

庭、学校、地域社会の連携を促進すること。 

・子どもが自己の能力を最大限に発揮できるよ

う、教育や育成の機会を平等に提供すること。 

 

子どもに対する暴力の防止 

・児童虐待、いじめ、暴力から子どもを保護する

ための対策を強化すること。 

 

子ども政策の総合的な推進 

・国や地方公共団体が連携して子ども政策を一体

的に推進するための基本方針を策定すること。 

 

子どもの意見表明権の保障 

・子どもが自身の意見を表明し、社会の中でその

意見が尊重される権利を保障すること。 

 

現代の「杖
つえ

」はこれじゃないですか？ 

 

現代において、本当に子どもに必要な「杖
つえ

」

は、このこども基本法の理念に基づいた支援と保

護ではないでしょうか？ 

 

これらのポイントに基づく支援が「杖
つえ

」とな

り、子どもが自らの力で成長し、自信を持って社

会に出て行くための支えとなるのです。 

大人はその「杖
つえ

」として、子どもの意見を尊重

し、共に考え、導く姿勢を持つことが大切ではな

いでしょうか。 
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学校教育目標 

・よく考え広い視野を造る人 

・力を合わせゆたかな心情を育てる人 

・すすんでたくましい身体を鍛える人 

昨年度、国際理解・国際協力のための作文コンテストに応募した学校のうち、道内の小中学校

から選定され、日本国際連合協会より図書の寄贈をいただきましたのでお知らせいたします。 



５月１５日～１６日 ２年生宿泊研修 

２年生の宿泊研修のテーマは「一心同体」～お互いのこ
とを考えよう～でした。担任の春日先生は、日ごろから生
徒の「絆」を大切に指導しています。今回の研修旅行は、
１泊２日で札幌に出かけました。旅行中の指示は基本的に
実行委員を中心とした各係によって行われました。１日目
は、自主研修です。大通りテレビ塔前からのスタートでし
た。この自主研修中に、各班で決めた研修施設に行き、体
験やインタビューを行いました。その後、ゴールのホテル・
ライフォートに全員無事到着しました。２日目は、北翔大
学に行き、大学教授の講義を受け、キャンパスを案内して
いただきました。２日間と
短い時間でしたが、留寿都
に戻ってきた生徒からは
大きな成長を感じ取るこ
とができました。今後も自
分の夢を大事にして、仲間
を大切に活動することを
期待しています。 

 
５月２３日（木） 第１回留寿都小中合同研修会 
 留寿都の小中学校合同で研修会を実施しています。令和

６年度第１回の研修は、学校DX（※デジタルテクノロジーを活用

して教育や業務改善に生かす取り組みのこと）アドバイザーの森 万

喜子先生を講師にお招きして実施しました。留寿都は、認

定こども園、留寿都小、留寿都中、留寿都高校が近くにあ

り、子どもたち18歳までの学びについて連携して取り組

んでいます。子どもたちの健やかな成長と将来を考える力

を育てるた

め、今後も

研鑽を続け

ていきたい

と思いま

す。 

 

６月１日(土) 体育大会 

少し肌寒い中でしたが、予

定通り6月1日に体育大会

を実施しました。今年度の

体育大会テーマは、「Plus 

Ultra」～更に向こうへ～。

テーマの通り、それぞれの

目標を超えるため、全力で取り組む姿を見ることができま

した。本校の体育大会の特色は、チーム会議を持ち、3年

生が中心となって1,2年生をリードするところです。団体

種目の全校リレーは、各チームが立てた作戦が生かされて

いました。留寿都中の良いところは、勝っても負けてもお

互いを拍手で

称えるとこ

ろ。3 年生が

本気で取り組

む姿勢を、

1,2 年生は来

年につなげて

ほしいと思い

ます。 

６月１４日（金） 中体連壮行会 
6月は中体連が開催されます。3年生はこの大会のため

に練習を続けてきました。来週から始まる中体連を全校で

応援するため、生徒会の企画運営による「中体連壮行会」

が実施されました。夏の大会に出場する部は、陸上部、卓

球部、野球部、柔道部です。各部ユニフォーム姿で大会に

かける抱負を述べ、見送る生徒から暖かい声援を受けまし

た。文化部からはハンドベルと木琴・鉄琴で「校歌」の応

援演奏があり、これで終わり

かと思ったら生徒会が音楽

とともにステージに登場！

サプライズで「よさこい」を

踊り、エールを送りました。

がんばれ留寿都中生！ 

6月18日（火）花壇づくり 
留寿都高校から寄贈していただいたマリーゴールドを教

室前の花壇に植えました。高校で

大事に育てられたお花は、根も茎

も太くしっかりとしていて、とて

も色鮮やか。校舎前が一気に華や

かになりました。大切に管理して

いきたいと思います。 

日 曜 
 

 

 バス 

1便 2便 

1 月 中体連野球大会３日目 放課後学習会 ○ ○ 15:30 17:30 

2 火 
高校説明会 学校保健委員会 
1年生4時間 

× ○ 13:30 15:30 

3 水 1,2年生4時間 3年生6時間 × ○ 13:30 15:30 

4 木 期末テスト① 部活動休養日 ○ ○ 13:30  

5 金 期末テスト② スクールカウンセラー ○ ○ 15:30 17:30 

6 土      

7 日      

8 月 全校集会 保護者面談① 授業参観週間 ○ ○ 15:30 17:30 

9 火 保護者面談② 水泳学習 ○ ○ 15:30 17:30 

10 水 
保護者面談③ 水泳学習 

倶知安高校学校説明会 
○ ○ 

13:20 

15:30 
17:30 

11 木 保護者面談④ 部活動休養日 × ○ 14:30  

12 金 1年見学学習 ○ ○ 15:30 17:30 

13 土      

14 日      

15 月 海の日     

16 火 水泳学習 ○ ○ 15:30 17:30 

17 水  ○ ○ 15:30 17:30 

18 木 部活動休養日 × ○ 14:30  

19 金 部活動清掃 全校交流会 ○ ○ 15:30 17:30 

20 土      

21 日      

22 月 大掃除 ○ ○ 15:30 17:30 

23 火 1学期終業式 × ○ 13:30  

24 水 夏季休業開始     

25 木      

26 金      

27 土      

28 日      

29 月      

30 火      

31 水      

給 

食 

部
活
動 

７月行事予定 


